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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成27年11月19日(2015.11.19)

【公開番号】特開2015-178192(P2015-178192A)
【公開日】平成27年10月8日(2015.10.8)
【年通号数】公開・登録公報2015-063
【出願番号】特願2014-55661(P2014-55661)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  67/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/105    (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ   67/00     　　　　
   Ｂ２２Ｆ    3/105    　　　　
   Ｂ２２Ｆ    3/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月14日(2015.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エネルギ線が照射される出射部と、
　材料の粉体を吐出する材料供給口が設けられた材料供給部と、
　前記出射部に設けられ、前記材料供給部を移動可能に支持する支持部と、
　を備えた、積層造形装置用のノズル。
【請求項２】
　前記材料供給部は、前記紛体を吐出する向きが変化可能に前記支持部に支持された、請
求項１に記載のノズル。
【請求項３】
　前記材料供給部は、前記支持部にスライド可能に支持された、請求項１に記載のノズル
。
【請求項４】
　前記材料供給部は、前記支持部に、前記エネルギ線の出射方向に沿ってスライド可能に
支持された、請求項３に記載のノズル。
【請求項５】
　前記材料供給部は、前記支持部に着脱可能に設けられた、請求項１～４のうちいずれか
一つに記載のノズル。
【請求項６】
　複数の前記材料供給部を備えた、請求項１～５のうちいずれか一つに記載のノズル。
【請求項７】
　エネルギ線を発生する光源と、
　前記エネルギ線が出射される出射部と、
　材料の粉体を吐出する材料供給口が設けられ、前記出射部に移動可能に支持された材料
供給部と、
　造形位置と前記材料供給部との相対的な位置を変化させる第一の移動機構と、
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　を備えた、積層造形装置。
【請求項８】
　前記材料供給部は、前記材料供給口から前記粉体を吐出する向きが変化可能に前記出射
部に支持された請求項７に記載の積層造形装置。
【請求項９】
　前記材料供給部を移動させる第二の移動機構と、
　前記第二の移動機構を制御する制御部と、
　を備えた、請求項８に記載の積層造形装置。
【請求項１０】
　前記第一の移動機構は、造形位置と前記材料供給部との距離を変化可能である、請求項
９に記載の積層造形装置。
【請求項１１】
　前記造形位置におけるエネルギ線の光径が変化する、請求項１０に記載の積層造形装置
。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記造形位置におけるエネルギ線の光径の変化に応じて前記粉体を吐出
する向きが変化するよう、前記第二の移動機構を制御する、請求項９～１１のうちいずれ
か一つに記載の積層造形装置。
【請求項１３】
　前記材料供給部は、前記出射部にスライド可能に支持された、請求項９～１２のうちい
ずれか一つに記載の積層造形装置。
【請求項１４】
　前記材料供給部は、前記出射部に、前記エネルギ線の出射方向に沿ってスライド可能に
支持された、請求項１３に記載の積層造形装置。
【請求項１５】
　請求項７～１４のうちいずれか一つに記載の積層造形装置の前記材料供給部から第一の
造形位置へ第一の角度で前記材料の粉体を吐出するとともに前記出射部から前記エネルギ
線が前記第一の造形位置へ出射されて造形することと、
　前記材料供給部から第二の造形位置へ第二の角度で前記材料の粉体を吐出するとともに
前記出射部から前記エネルギ線が前記第二の造形位置へ出射されて造形することと、
　を有した、積層造形物の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　実施形態の積層造形装置用のノズルは、出射部と、材料供給部と、支持部と、を備える
。出射部からは、エネルギ線が照射される。材料供給部には、材料の粉体を吐出する材料
供給口が設けられる。支持部は、出射部に設けられ、材料供給部を移動可能に支持する。
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